
第３回目のテーマは
夷隅郡市域における自然エネルギーによる発電の可能性についてです。

9：30～ 第１・２回の講師の佐藤建吉さんのプレゼンテーション（45分）
10：15～ 参加者による意見交換（45分）
11：30～ 自然エネルギー研究所開設の可能性について（30分）

【これまでの参加者からの意見のまとめ】

①原子力発電を必要としない社会を目指し、自然エネルギーによる発電を推進するためにいすみ市内に自然エネ
ルギー研究所（仮想）を開設する方向で議論していく。

②風力発電、小水力発電、ソーラー発電の可能性を追求し、エネルギーの自給ができる地域づくりについてみんな
で考える。
③洋上風力についてはいすみ市沖の可能性について研究・検討するが、メガソーラーについては対象外とする。
【今後について】
この「エネルギー問題を考える会」は、当面の間、第1回・第2回のエネルギー問題を考える会に参加した人、およ

び参加希望があったが都合により参加できなかった人で構成することにしました。理由は、いろいろな意見を持つ
人が議論を積み重ねていくためには、意見の違いを認め合いながらできることから1つずつ実行できるようにしてい
きたいという思いからです。

なお、当面というのは、講師をしてきた佐藤さんのいう自然エネルギー研究所のような新たな場作りが具体的にな
るまでと考えています。当然、場づくりができたら、その後は広く参加を呼びかけていきたいと思っています。



エネルギー専科
～主観（≌主義）を客観に～

佐藤建吉

一般社団法人洸楓座
一般財団法人エコミュージアムいすみ
わがふるさと支援株式会社



「洸楓座」の名前の意味

洸楓座 （こうふうざ）と読みます。

「洸楓座」は、自然エネルギー（再生可能エネルギー）の利用を推進する団体の
名称です。

主要な自然エネルギーを、名前に含めました。

洸 さんずいは、「水力」を、
つくりの「光」は、「太陽光・太陽熱」を

楓 きへんの「木」は、「バイオマス」を、
つくりの「風」は、「風力」を

座 がんだれの中の「土」は、地熱を、
その上の「人人」は、人力(human power)を

意味するものとして、この漢字を選びました。



◎「新エネルギー新聞」連載コラム
Vol. 5 『SDGS／安全な国産グリーン社会』 http://www.kofuza.com/column5/index.html

Vol. 4 『チャレンジするSomeone NEWS』

Vol. 3 『ふるさとSomething NEWS』 http://www.kofuza.com/column3/index.html

Vol. 2 『地域の地域による地域のためのSomething NEWS』

Vol. 1 『エネルギーの源』

http://www.kofuza.com/column4/index.html

http://www.kofuza.com/column1/index.html

http://www.kofuza.com/column1/index.html

http://www.kofuza.com/column5/index.html
http://www.kofuza.com/column5/index.html
http://www.kofuza.com/column4/index.html
http://www.kofuza.com/column3/index.html
http://www.kofuza.com/column3/index.html
http://www.kofuza.com/column2/index.html
http://www.kofuza.com/column1/index.html
http://www.kofuza.com/column4/index.html
http://www.kofuza.com/column1/index.html
http://www.kofuza.com/column1/index.html
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「結晶」から地域の可能性を読み解く
－－転位という欠陥こそが主役なり

「３Ｅ」から「３Ｅ＋Ｓ」そして「３Ｅ＋ＳＡ」
－－エネルギーとアートの序説

「民際（みんさい）主義」とは、国と国との関係（国際・国家間）ではなく、国境を越えた
「民（人々や民間団体）」レベルでの交流・連帯を通じて、平和や相互理解、相互援助
を築いていこうとする思想やアプローチのこと

http://www.kofuza.com/images/nen_2018_32.pdf
http://www.kofuza.com/images/nen_2017_14.pdf


9. 産業と技術革新の基盤をつくろう
強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進
するとともに、技術革新の拡大を図る

7. エネルギーをみんなに そしてクリーンに

7. 1 2030年までに、安価かつ信頼できる現代的エネルギーサービスへの普遍的アクセスを確保する。
7. 2 2030年までに、世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大させる。
7. 3 2030年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増させる。
7. A 2030年までに、再生可能エネルギー、エネルギー効率及び先進的かつ環境負荷の低い化石燃料技術など
のクリーンエネルギーの研究及び技術へのアクセスを促進するための国際協力を強化し、エネルギー関連インフ
ラとクリーンエネルギー技術への投資を促進する。
7. B 2030年までに、各々の支援プログラムに沿って開発途上国、特に後発開発途上国及び小島嶼開発途上国、
内陸開発途上国の全ての人々に現代的で持続可能なエネルギーサービスを供給できるよう、インフラ拡大と技
術向上を行う。

11. 住み続けられるまちづくりを

都市と人間の居住地を包摂的、安全、
強靭かつ持続可能にする

このプレゼンと、強く関
わるSDGsの対象として、

７ エネルギー

９ 産業＆技術革新

１１ 暮らしとまちづくり

をあげた。



「エコエティカ」は、
科学技術主導の社会（＝技術連関）においては、
科学技術が環境や空気の存在であり、重要。
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世代間倫理の価値観

「子どもは、古い秩序をつき破る未来への可能性として、
考えられる。」

・・・・ルソーの子どもを可能態とみる現代の子ども観。

実は、子どもは、未来への可能性を、可能態として、
大人の声（詩人の詩の声）に、耳をすましている。



変革＆改革＆継続と発展には、
「できる状況づくり」が重要

http://www。kofuza。com/images/chikirezukuri。pdf

http://www.kofuza.com/images/chikirezukuri.pdf


わかる化 カルトグラムによる表示



主観（主義）を客観に ・・・ 今回のテーマ

• 自然科学は客観的か？

➪道理を「科学」は示している。

リンゴは木から落ちる。・・・下へ落ちるだけ。

熟して落ちる、風で落ちる、虫喰いで落ちる。

栗は木から落ちる。

イガごと落ちる、栗だけ落ちる、棒で叩いて落とす。

鉄は延びる（伸びる）

その法則は、転位（＝結晶の不整）による。

材質や結晶構造や転位の密度や温度でも異なる。

鉄は折れる、切れる

折れては困る

ボトルの飲み口は切れてほしい

• 「主観」も支持者が増えれば
「客観」になる。

➪リンゴは、
シナノゴールドが一番だ。

やっぱりふじがいい。

➪コメは、コシヒカリ。
ササニシキは、古い。

農業、産業、暮らしとして「技術」として使う



AIによる電力需要増加を理由に「原発再稼働」が議論

1.  原発再稼働には“時間がかかる”
AIの電力需要はすでに急拡大している一方で、
原発を再稼働するには安全審査・地元合意・設備更新
などで「数年単位の時間」がかかる。
つまり、
短期的な需要増に対する即効性は低い のが現実。

2.  コストが高い（初期費用・廃炉費用・
バックエンド）
原発は「安い電源」と言われることがあるが、実態は逆で、
 廃炉費用
 高レベル放射性廃棄物の処理費用
 老朽化した原発の補修
 安全対策投資
などを含めれば、最も高い部類の電源 です。

3. 安全性・災害リスクの問題
日本は地震・津波が多く、
「絶対安全」とは言い切れない特殊な地理条件
にある。
リスク評価に不確実性が大きいことは、政治的
にも社会的にも重大な課題である。



4.  AIによる電力需要増は、
“電源構成の転換”の好機でもある
電力需要が増えるということは、逆に言えば
再エネを拡大しやすい
という意味でもある。
特に日本の地形・気候では、
 洋上風力
 地熱
 小水力
 太陽光＋蓄電
 バイオマス
 分散型電源・地域マイクログリッド
など 多様な電源の組み合わせ が適している。

地域とエネルギーを結びつけたGX、DX（、TX）とした
“地域電力構造”は、国の方向性とも合致している。

5. AIそのもののエネルギー効率
改善も重要
そもそもAI側にも課題があり、今世界では
 省電力チップ
 学習効率の改善
 モデルの軽量化
 再エネ利用データセンター（Google、 Meta、

Amazon など）
が急速に進んでいる。
AIが電力を大量消費するのは“永続する現象”ではな
い という志向（思考）ができるだろう。

AIによる電力需要増加を理由に「原発再稼働」が議論

ex.    IOWN構想特集 (次ページ）

─オールフォトニクス・ネットワーク実現に
向けた光電融合技術─



6. 都市人口のさらなる集中＆二拠点居住の拡大

都市への人口集中は、
「仕事は都市、暮らしは自然」という価値観が強まることと並行して進む。
AIの普及により、

 都市での仕事の効率が飛躍的に上がる
 オンラインワークが高度化する
 “通勤”の必要性が薄れる

こうなると、
都市＋田舎の二拠点居住は合理的な選択肢

になる。
結果として、

 二拠点居住者向け農園・園芸（農的暮らし）
 スポーツ・健康志向のライフスタイル
 地域観光・文化体験

 エコミュージアム型の地域価値創造・・・TX

➡ 田舎＆地方側が「第二の生活基盤」として選ばれる時代が、やってくる。

そのための街づくり、地域reづくりが必要となる。

https://journal.ntt.co.jp/article/59
79?_gl=1*jd6q59*_ga*MTQ0ODYz
NjA1LjE3Njg1MjY1NzE.*_ga_5CBG
7Y69V5*czE3Njg1MjY1NzAkbzEkZz
EkdDE3Njg1MjY3NjUkajQ0JGwwJG
gw

IOWN構想特集
─オールフォトニクス・ネットワーク実現に
向けた光電融合技術─

https://journal.ntt.co.jp/article/5979?_gl=1*jd6q59*_ga*MTQ0ODYzNjA1LjE3Njg1MjY1NzE.*_ga_5CBG7Y69V5*czE3Njg1MjY1NzAkbzEkZzEkdDE3Njg1MjY3NjUkajQ0JGwwJGgw
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現在、原子力発電所などで保
管されている 19,000 トン超の
使用済燃料。

リサイクルされた分も合わせて、
約 27,000 本のガラス固化体
（キャニスター）の本数になる。

現在の原子力発電
所の稼働を想定す
る と 、 試 算 で は
40,000 本以上の地

層処分の規模とな
る。

必要な地下施設面
積 は 約 3km×3km

となる。これをわか
りやすく表現すると、
羽田空港の一つくら
いの面積に相当。
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ガラス固化体
（キャニスター）

オーバーパック

人工バリアの構成

緩衝材

多重バリアシステム：天然と人工のバリアからなる
高レベル放射性廃棄物を長時間にわたって守る方
策

ガラス固化体：キャニスターと呼ばれる容器の中に、
高ガラス固化体 （キャニスター）オーバーパック緩
衝材 20 レベル放射性物質をガラスと一体化させて
閉じ込め、地下水に溶けにくくしたもの。

オーバーパック：ガラス固化体を収める金属製の容
器。地下水との接触を防止し、地圧などの外圧から
ガラス固化体を守るもの。

緩衝材：オーバーパックの周りを覆う粘土で、その主
成分はベントナイト。その役割は、地下水の侵入を
防止し、放射性物質の動きを抑制するとともに地層
の動きに対するクッションとするもの。
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原発について ・・・ 日本原子力文化財団JAERO

新規制基準と原子力発電所の安全対策
• 原子力規制委員会

新規制基準

• 電気事業連合会

原子力発電所の安全対策

原子力防災について

• 内閣府

原子力防災

• 首相官邸

原子力防災会議

• 一般財団法人日本原子力文化財団エネ百科

原子力防災シミュレーション

東日本大震災・福島第一原子力発電所事故関連
• 福島県

震災・復興

• 東京電力ホールディングス株式会社

廃炉プロジェクト

処理水ポータルサイト

• 環境省

除染情報サイト

• 一般財団法人日本原子力文化財団エネ百科

福島第一事故情報

その他エネルギー全般・データ集

• 経済産業省資源エネルギー庁

スペシャルコンテンツ

• 一般財団法人日本原子力文化財団エネ百科

原子力・エネルギー図面集

https://www.nsr.go.jp/activity/regulation/tekigousei.html
https://www.fepc.or.jp/nuclear/safety/torikumi/taisaku/index.html
https://www8.cao.go.jp/genshiryoku_bousai/index.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/genshiryoku_bousai/index.html
https://www.ene100.jp/bousai/sp/
https://www.pref.fukushima.lg.jp/life/2/
https://www.tepco.co.jp/decommission/index-j.html
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/
http://josen.env.go.jp/
https://www.ene100.jp/fukushima
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/
https://www.ene100.jp/zumen
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原発の問題 ・・・ それは断じて経済の問題なんかじゃない
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自然エネルギー
そのうちでも
洋上風力が有力



将来の電源は、洋上で（沖合で。

その時代、風車には

発電機械に徹してももらう。
騒音もシャドウフリッカーも関係なく、

高速で２枚羽根で発電してもらう。

電力（エネルギー）輸送は、非ケーブルで。
水素吸蔵合金の登場

浮体式洋上風力―――国産の風車で、浮体技術で、
アジア諸国に輸出する。

《洋上風力エネルギー研究所 》がほしい



http://www.kofuza.com/images/nep302_28.pdf

エ
ネ
ル
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ー
は
３
Ｅ
＋
Ｓ
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／
知
恵
）

http://www.kofuza.com/images/nep302_28.pdf
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洋上風力







5

風車部品 & 洋上風力



創エネ＆活エネの多様性 （未来づくり）
 太陽光・太陽熱・風力・水力・バイオ・地熱・排熱利用（熱電材料）
 地域固有の自然エネルギーの利用
 洋上風力、海水による水素生成、マグ水素による可搬性／電力サプライ
チェーン（サイクル＆リサイクル）

 ペロブスカイト太陽光電池（Perovskite Solar Cell、 PSC） の低コスト化。



太陽追尾／トラッキング



『洋上風力への社会受容性を高めるために』

日本風力エネルギー学会誌 Vol.46 ,No.2 （２０２２）
http://www.brunel-spirit.net/fields/46_323.pdf

『いま、この国に必要なのは、ブルネル・スピリット―イザム
バード・キングダム・ブルネルから学ぶこと』

国際善隣協会 『善隣』 （2022年11月号）

『現代社会で必須な環境倫理学「エコエティカ」について』

国際善隣協会 『善隣』 （2022年9月号）

『洋上風力風車と産業の10次化』

http://www.brunel-spirit.net/fields/ueda.pdf

（上総まちなか大学院第8回、2021年10月）

ブルネル・スピリット研究会
のHPサイト
http://www.brunel-spirit.net/index.html

http://www.brunel-spirit.net/fields/46_323.pdf
https://kokusaizenrin.org/themencode-pdf-viewer/?file=https://kokusaizenrin.org/wp-content/uploads/2025/05/sato-kenkichi-11.pdf#zoom=page-fit&pagemode=none
https://kokusaizenrin.org/themencode-pdf-viewer/?file=https://kokusaizenrin.org/wp-content/uploads/2025/05/sato-kenkichi.pdf#zoom=page-fit&pagemode=none
http://www.brunel-spirit.net/fields/ueda.pdf
http://www.brunel-spirit.net/index.html


公益財団法人 日本洋上風力エネルギー研究所
JOWEL （ジョーウェル） Japan Offshore Wind Energy Laboratory

事業組織
①洋上風力開発・企画
②基礎・架台
③漁業協調
④地域防災対策
⑤電力輸送・ネットワーク
⑥シミュレーション・実証
⑦水素製造・応用
⑧人材育成・十次化
⑨実験開発・支援
⑩国際化支援・発信
⑪共同連携・法務
⑫総務・経営管理

http://www.brunel-spirit.net/fields/jowel.pdf

http://www.brunel-spirit.net/fields/jowel.pdf

